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※１  高浜町「地域プライマリケア講座」
　高浜町の寄付により、福井大学医学部が社会保険高浜病院と町内の国民健康保険・和田診療所で医師育成を
行う寄附講座。講座の担当医師は学生に臨床実習や研修医教育を指導すると同時に、町内の医療機関で診療を
行い、また地域医療向上にむけた住民啓発活動も行っている。また、それに関連して医学生向けに海浜救護所
のボランティアや地域医療の体験学習を行う「海と地域医療を体験するツアー」の開催も話題を呼んでいる。

※２  若狭たかはま漁火想（いさりびそう）
　毎年7月の最終土曜日に開催される。海水浴場の砂浜いっぱいに並べら
れる「砂浜キャンドル」や街中の道路や路地に並べられる「まちなかキャン
ドル」、ドラゴン花火などを使った多彩な演出による花火ショー「櫓龍（やぐ
らドラゴン）」などで構成される。主催は若狭たかはま漁火想実行委員会。

町　政をお預かりしてこの 5月で
　2 期目に入りました。1期目

は真っ白いキャンバスに絵を描くよ
うに、地域づくりを進めるという意
味で「高浜白宣言」を提起させてい
ただきました。外部の有識者などの
皆様の高浜町に対する客観的な評価
などを踏まえて、まちづくりを進め
てまいったわけですが、おかげさま
で、この4年間で大まかな輪郭を描
くことができたと思っております。
具体的には、高浜町では昨年度、平
成23年度から平成32年度までの「高
浜町総合計画」を作成いたしました。
その中で「コンパクトシティ戦略」「環
境貢献戦略」「閃きまちづくり戦略」
「地域医療システム構築戦略」「原子
力共生戦略」といった5つの基本戦
略を提示させていただきました。“ま
ち自慢” ということですので、数あ
る中でもそうした基本戦略に関連す
る一部の事柄をご紹介します。

実 　　は高浜町は、私が 1期目に町　　　政を預からせていただく前の
平成 20年頃、医療崩壊寸前にあり
ました。平成 13年ごろから次第に
医師の数が減少し、それに伴う医療
機能の縮小という事態に危機感を覚
えた私は、医療問題の解決をマニフ
ェストに掲げて町長に当選させてい
ただいたわけですが、平成 20年よ
りワーキンググループという形で外

部専門家の意見を取り入れて医療政
策を練ってきました。その議論の中
で提案されたのが “寄附講座” の開
設でした。町の寄付により、福井大
学医学部が町内の医療機関で医師育
成などを行う「地域プライマリケア
講座」※1 というものです。全国各地
にこうした寄附講座が開設されてい
ますが、町単独での医学部寄附講座
は全国で初めてでした。

今　　年で 3年を経過したわけです
　が、町における地域医療研修

者の数は 3.2 倍に増加しました。た
だ単に診療人員を確保できただけで
はなく、次世代の地域を担う医師の
育成や、地域の主役である住民の皆
様の支援など、想像を大きく上回る
様々な効果を生み出していただきま
した。今後も地域医療システム構築
戦略の一環として、高浜町が町のみ
ならず福井県や全国の地域医療問題
解決のモデルとなるよう、できるだ
け支援を継続したいと考えています。

若　狭たかはま漁火想（いさりび
　そう）※2という実行委員会形式

で行うイベントも自慢のひとつです。
今年で 10周年を迎えます。約 1万
2,000 本のキャンドルを並べる「砂
浜キャンドル・まちなかキャンドル」
や「櫓龍（やぐらドラゴン）」、「水
中花火」など静と動の、光と音の壮
大なイベントで毎年スケールアップ

してきました。これを目当てに多く
の観光客の皆さんに、高浜町を訪れ
ていただいているイベントになって
います。その中の「櫓龍（やぐらド
ラゴン）」は数万個の市販されてい
るドラゴン花火を並べ、一斉に点火
するものです。これは「日本珍百景」
にもなりました。「砂浜キャンドル・
まちなかキャンドル」では町民の皆
さんをはじめ観光客の皆さんにも、
キャンドルの点火などに参加してい
ただいております。このように「漁
火想」は住民や観光客の皆さんとと
もに “にぎわい” を創りだす、まさ
に「協働」のイベントとなっています。

私　たちは「選ばれるまち」を目指
　しております。観光客などの外

部の人から、居住者から、その意味で
は医師からも選ばれる魅力あるまち
を志向しています。そのためには、私
たちは客観的な視点で外部のニーズ
を捉えることが重要になってきます。

2　期目に入って、キャンバスに描
　かせていただいた大まかな輪郭

の上に、いよいよ、「色付け」の時期
に入ったと思っています。（談）
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【写真】
上段左：「きゃんぱく」プログラムNo.32 絶壁の上にある草原から海を眺める
上段中央上：「きゃんぱく」プログラムNo.02 テーブルウエアを作りませんか？
上段中央下：「きゃんぱく」プログラムNo.01 世界に誇る甲冑を体験  ～川内戦国村  甲冑着用体験～
上段右：「きゃんぱく」プログラムNo.15 夏休み 甑島ファミリーアート教室
下段：「きゃんぱく」プログラムNo.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川と棚田の自然観察」
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今、地方は「競争の時代」に突入したといわれる。人
口の減少・高齢化を背景に都市間競争の中で、内外
の住民に個性豊かな「選ばれるまち」が生き残ってい
くという時代に入っているというのだ。今回は、鹿
児島県・薩摩川内市が推進するシティセールス事業
の中で「都市ブランド」を構築する手法を紹介する。
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薩摩川内市  観光・シティセールス課
課長   古川 英利さん

薩摩川内市  観光・シティセールス課

　

鹿
児
島
県
・
薩
摩
川
内
市
で
は
平
成
21

年
か
ら「
地
域
の
宝
を
再
度
見
つ
め
直
し
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
ま
る
ご
と

市
内
外
へ
総
合
的
な
セ
ー
ル
ス
を
行
う
」

い
わ
ゆ
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
一
般
的
に
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」

と
は
文
字
通
り
「
都
市
を
売
り
込
む
」
こ

と
だ
が
、
地
方
自
治
体
が
ま
ち
の
特
色
や

魅
力
を
他
の
自
治
体
や
企
業
に
売
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
知
名
度
や
好
感
度
を
上

げ
て
い
く
の
が
目
的
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
他
地
域
と
の
差
別
化
が
で
き
る

個
性
、
即
ち
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

が
必
須
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

薩
摩
川
内
市
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取

り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
の
は
、
平
成
20

年
11
月
の
市
長
選

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
」
を
掲

げ
た
岩い

わ
き
り切

秀ひ
で

雄お

現

市
長
の
就
任
か
ら

だ
。
翌
21
年
4
月

に
「
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
本
部
」

を
設
置
し
て
検
討

を
重
ね
、
22
年
4

月
、
観
光
交
流
部

に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
課
（
そ
の
後
、
観
光
・
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
課
に
改
組
）
を
発
足
さ
せ
体
制
を

整
え
た
。
22
年
12
月
に
、
そ
の
活
動
指
針

で
あ
る
「
薩
摩
川
内
市
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
計
画
」
を
発
表
す
る
。

　
「
最
初
に
市
長
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

『
市
民
ぐ
る
み
』
と
『
雇
用
創
出
』
の
２

つ
の
課
題
で
し
た
。
こ
の
２
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
も
と
に
事
業
の
立
ち
上
げ
に
取
組

ん
だ
わ
け
で
す
」
と
、
計
画
当
初
か
ら
事

業
に
参
画
し
て
い
る
古ふ

る
か
わ
ひ
で
と
し

川
英
利
観
光
・
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
長
は
語
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
展
開

に
あ
た
り
、
当
面
の
目
標
を
知
名
度
・
好

感
度
の
向
上
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
市
民
ぐ

る
み
の
展
開
に
よ
る
郷
土
愛
の
醸
成
、
さ

ら
に
雇
用
拡
大
・
市
民
所
得

の
向
上
と
い
っ
た
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

と
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
平
成
20

年
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
、
薩
摩
川
内
市
の
知
名
度

は
県
内
9
市
中
6
位
と
低
く
、

自
然
や
名
勝
・
史
跡
、
食
事
・

特
産
品
な
ど
の
地
域
資
源
評

価
で
は
、
そ
の
魅
力
度
も
低

い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
知
名
度
や
魅

力
度
の
低
さ
を
克
服
す
る
た

め
に
、
市
民
ぐ
る
み
で
推
進

し
、
雇
用
創
出
・
市
民
所
得

を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
を
創

る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

　

薩
摩
川
内
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
は「
地
域
力
が
奏
で
る
都
市
力
の
創
出
」。

平
成
17
年
度
か
ら
の
10
カ
年
の
「
第
1
次

薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」に
は
、

こ
の
理
念
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
市
民
が
創
り　

市
民
が
育
む　

交
流
躍
動
都
市
」
を
掲
げ

て
お
り
「
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

推
進
計
画
」
は
ま
さ
に
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
現
化
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は「
ス
ピ
リ
ッ
ツ（
S
p
i

r
i
t
s
）」。
こ
の
言
葉
は
「
精
神
・
心
・

気
概
・
気
分
・
快
活
・
元
気
・
情
熱
・
本

気
」
と
い
っ
た
多
様
な
意
味
を
持
つ
。

　

そ
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
薩
摩

川
内
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」。
動
と
静
の
二
面
性

を
持
た
せ
、
静
の
部
分
で
は
「
包
容
力
・

こ
だ
わ
り
」、
動
の
部
分
は
「
先
駆
性
・

探
究
心
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
た
。

「
市
民
が
創
り 

市
民
が
育
む 

交
流
躍
動
都
市
」

の
具
現
化

『
市
民
ぐ
る
み
』と『
雇
用
創
出
』の

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
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■シティセールス これまでの経過
年 月 経　過

平成16年
2月 ● 合併協定締結項目の市町村建設計画（まちづくり計画）に「新市ブランドの形成」が掲載される
10月 ● 市町村合併により薩摩川内市が誕生

平成17年 4月 ● 第1次薩摩川内市総合計画にブランド計画策定が登載される
平成20年 11月 ● 市長選マニフェストに「シティセールスの推進」を掲げた岩切秀雄市長が就任

平成21年
3月 ● 市長が「観光元年」を宣言
4月 ● 市にシティセールス推進本部を設置（本部長：向原副市長）

平成22年

1月
● 企画政策部にシティセールス推進監とシティセールス推進準備室を設置
● ロゴマーク「薩摩川内スピリッツ」の商標登録

4月 ● 観光交流部（シティセールス推進課、観光課）発足

7月
● シティセールスサポーター制度スタート
● 国産竹100％使用竹紙の利用促進協定締結
● 商標登録「薩摩川内スピリッツ」認証第1号製品販売開始

11月 ● ご当地スイーツ「mucca」販売開始
12月 ●薩摩川内市ブランドシティセールス推進計画の改定

平成23年

1月 ● 薩摩川内市雇用創造協議会発足

2月
● シティセールスサポーター大交流会開催
● 「きゃんぱく（薩摩川内スピリッツ・きやんせ博覧会）春旅」開幕（87日間）

3月
● 九州新幹線全線開業。「きやんせふるさとフェスタ」開催（川内駅周辺）
● 薩摩川内市地域再生計画の認定（総理大臣）

4月
● 薩摩川内市雇用創造協議会事務局の設置（商品開発開始）
● 新観光船「かのこ」就航

6月 ● 旅行商品造成支援事業スタート

7月
● 「『こころ』観光・特産品ガイド」ホームページの開設
● Facebookページ「薩摩川内シティセールス」の開設
● きゃんぱく夏旅開幕（32日間）

8月
● 雇用創造協議会「しずくの学校」セミナー事業の開始
● 「『こころ』観光・特産品ガイド」ホームページオンラインショップを開店

10月 ● きゃんぱく秋旅開幕（55日間）

平成24年
4月

● 観光交流部と商工政策部を「商工観光部」に再編。「観光・シティセールス課」の設置
● Facebookページ「薩摩川内市」の開設

6月 ● きゃんぱく夏旅開幕（107日間）

「きゃんぱく夏旅」のガイドブック。
プログラム主催者の顔が必ず
掲載されている

っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
視
点
は
、
こ
う
し
た
事

業
を
通
じ
て
、
持
続
す
る
地
域
経
済
発
展

の
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
で

あ
っ
た
。

　
「
事
業
者
に
お
い
て
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
は
、
社
会
活
動
を
担
う
中
で
利
益
を
得

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
組
み
事
業
は
大

き
く
分
け
て
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
３
つ
。

事
業
主
体
は
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
呼
ぶ
企
業
や
個
人
事
業
者

で
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
を
連
関
さ
せ
な

が
ら
支
援
す
る
。

　
「
旅
」に
つ
い
て
は
、
通
称「
き
ゃ

ん
ぱ
く
」
と
い
う
体
験
型
旅
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
メ
イ
ン
の
事
業
に
し
た
。
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

多
く
の
市
民
が
事
業
参
加
で
き
る
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
品
」に
つ
い
て

は
商
標
登
録
「
薩
摩
川
内
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」
の
認
証
商
品
の
販
売
促
進
や
特

産
品
の
開
発
で
、
現
在
、
甑

こ
し
き

島
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
。「
食
」
は「
旨
い

の
国
さ
つ
ま
飯
」
の
ご
当
地
グ
ル
メ

の
開
発
と
販
売
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
･
事
業
者
に

よ
る
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
事
業
を

行
政
が
支
え
て
い
く
と
い
う
も
の
だ

が
、支
え
る
の
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

従
来
か
ら
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薩
摩
川

内
市
観
光
協
会
の
ほ
か
に
「
雇
用
創

造
協
議
会
」と
い
っ
た
組
織
も
担
う
。

こ
れ
は
、
市
役
所
、
市
内
の
商
工
会

議
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
ホ
テ

ル
旅
館
組
合
、
農
協
、
漁
協
と
い
っ

た
団
体
が
会
員
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

た
も
の
。

　
「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
室
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
組
織
は
、厚
生
労
働
省
の「
地
域
雇
用
創

造
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
商
品
開
発
員

と
事
業
推
進
員
の
合
計
15
名
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
主
な
役
割
は
、商
品
開
発
・

販
路
拡
大
と
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
2
つ
。
こ

の
う
ち
、
主
に
甑
島
で
市
民
･
事
業
者
と

と
も
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
品
開
発
・

販
路
拡
大
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
を

行
う
の
が
商
品
開
発
員
だ
。

　

セ
ミ
ナ
ー
事
業
は
、
主
に
事
業
推
進
員

が
行
う
市
民
を
対
象
に
し
た
「
し
ず
く
の

学
校
」
と
呼
ば
れ
る
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
。
観
光
の
専
門
家
や
起
業
プ
ラ
ン
ナ

ー
な
ど
を
招
い
て

る
機
会
を
い
か
に
創
り
だ
す
か
、
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
古
川
課
長
は
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
行
政
と
し
て
は
、
市
民
と

事
業
者
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
通
じ
て
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
ら
の
主
体
性
と

責
任
の
も
と
に
、
市
の
発
展
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

外
部
の
気
づ
き
を
市
民
･
事
業
者
と
共
有

5 電気のふるさと Vol.28



「きゃんぱく」プログラムNo.23 ワインの基礎知識と地元食
材を使ったフルコース

「きゃんぱく」プログラムNo.25  「きゃんぱく
婚活列車！ 2時間の旅2012」第7弾・8弾運行！

産
品
開
発
や
販
路
開
拓
の

手
法
、
体
験
事
業
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
、
観

光
接
客
の
方
法
な
ど
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
の
「
人
材
育

成
」
を
担
い
、
昨
年
度
は

延
べ
5
2
8
名
が
参
加
し

た
。　

　

こ
の
「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計

画
室
」
の
メ
ン
バ
ー
の
多

く
は
I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー

ン
組
だ
。
中
に
は
大
手
企

業
を
脱
サ
ラ
し
て
甑
島
に

住
み
込
み
、
産
品
開
発
を
行
い
、
大
都
市

の
大
手
百
貨
店
で
の
試
験
販
売
に
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
「
外
部
か
ら
の
気
づ
き
」

を
特
産
品
開
発
や
観
光
商
品
の
開
発
に
活

か
し
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
い
う
行
政
側
の
期
待
も
、

そ
こ
に
は
あ
る
。

　

薩
摩
川
内
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
最

も
大
き
な
特
徴
は
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
」
制
度
だ
。
文
字
通
り
、
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
メ
ン
バ
ー

で
薩
摩
川
内
市
の
「
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
」

を
内
外
に
P
R
す
る
。
市
長
を
始
め
市
議

会
議
員
、
市
職
員
を
含
め
現
在
の
登
録
会

員
は
4
，2
0
0
人
で
目
標
は
5
，0
0
0

人
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
で
き
る

事
を
、
で
き
る
範
囲
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
等

に
よ
る
情
報
発
信
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
口
コ
ミ
で
発
信
す
る
。
登
録
は
個
人

や
企
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
も
で
き

る
。
本
年
度
か
ら
、「
特
典
制
度
」
も
導

入
し
て
お
り
、
会
員
証
を
見
せ
れ
ば
、
市

内
の
協
賛
店
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
割

引
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
当
初
、
こ
の
会
員
数
を
増
や
す
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

主
旨
の
説
明
に
始
ま
っ
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
の
全
体
像
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
登

録
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業

の
キ
モ
で
し
た
か
ら
課
の
職
員
総
出
の
作

業
で
し
た
」と
前
述
の
古
川
課
長
は
語
る
。

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
P
R
の
手
法
に
は

様
々
あ
る
。
薩
摩
川
内
市
の
場
合
は
、「
市

民
ぐ
る
み
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

費
用
対
効
果
の
面
で
も
有
効
な「
口
コ
ミ
」

が
期
待
で
き
る
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
」と
い
う
手
法
を
メ
イ
ン
に
し
た
。

そ
の
他
に
、
全
日
空
の
飛
行
機
の
機
体
に

「
S
A
T
S
U
M
A
S
E
N
D
A
I　

薩

摩
川
内
市
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
る
自
治

体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
各
種
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

　
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
事
業
の
う
ち
、

大
き
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
の
が
、「
き
ゃ

ん
ぱ
く
」と
呼
ば
れ
る「
旅
」の
事
業
だ
。

正
式
名
称
は
「
薩
摩
川
内
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・

き
や
ん
せ
博
覧
会
」。通
称「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」

と
い
い
、平
成
23
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
「
き
や
ん
せ
」
と
い
う
意
味
は
鹿
児

島
弁
の
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
博
覧
会
と
あ
わ
せ
た
造
語

で
あ
る
。
実
施
主
体
は
行
政
と
観
光
協
会

で
作
る
実
行
委
員
会
で
、
農
家
、
漁
家
、

商
工
業
者
か
ら
、
文
化
人
、
各
界
で
名
人

や
達
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
な
ど
1
0
5
の

企
業
・
個
人
が
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト
ナ

ー
（
実
施
者
）」
と
な
り
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」

の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す
る
。

　

市
内
の
名
所
・
旧
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
産

業
・
文
化
・
民
俗
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

資
源
と
人
的
資
源
を
動
員
し
、
季
節
ご
と

に
「
創
る
・
味
わ
う
・
め
ぐ
る
・
い
や
す
・

動
く
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
「
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
の
「
夏
旅
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
50
。
具
体
的
に
は
、
甲
冑
製
作
で
知

ら
れ
る
市
内
の
企
業
が
経
営
す
る
「
川
内

戦
国
村
」
で
の
甲
冑
着
用
体
験
や
「
せ
ん

だ
い
宇
宙
館
」で
の
天
体
写
真
撮
影
体
験
、

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
「
ワ
イ
ン
の
基

礎
知
識
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
フ
ル
コ
ー

ス
」
や
地
元
出
身
の
画
家
に
よ
る
「
夏
休

み
甑
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ー
ト
教
室
」な
ど
。

ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
は
、
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
婚
活
列
車

2
時
間
の
旅
」
な
ど
だ
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
平
成
23
年
3
月
の
博

多
駅
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
の
九
州
新

な
ど
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
手

法
は「
F
A
C
E 

t
o 

F
A
C
E
」
と
い

う
地
道
で
は
あ
る
が
確
か
な
も
の
と
い
え

る
。
そ
の
中
か
ら
、
具
体
的
な
事
業
を
行

う
新
た
な
市
民
･
事
業
者
が
生
ま
れ
て
く

る
と
い
う
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
の
だ
。

　

人
口
約
10
万
人
の
う
ち
、
約
5
％
の
会

員
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
担
う
と
い
う
、

ま
さ
に
「
市
民
ぐ
る
み
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

最
大
の
特
徴
は

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」制
度

市
内
の
地
域
資
源
や
人
材
を
総
動
員
す
る

「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」事
業
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col mncolumn
NPO法人  薩摩川内市観光協会
事業課長  有馬 眞二郎さん

株式会社ハートフル
取締役事業部長  知識 晃さん

薩摩川内市雇用創造協議会
（ぽっちゃん計画室）
事業推進員  二木 俊輔さん

幹
線
の
全
線
開
業
に
と
も
な
い
、
観
光
客

に
薩
摩
川
内
市
に
あ
る
川
内
駅
を
ス
キ
ッ

プ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う
危
機

感
が
あ
っ
た
。そ
れ
ゆ
え
、可
能
な
限
り
の

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
提
起
し
て
、ま
ず
は
市

民
に
、
そ
し
て
県
民
、
県
外
の
お
客
様
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
そ
の
意

味
で
、商
圏
の
重
点
エ
リ
ア
を
、ま
ず
鹿
児

島
市
と
北
部
九
州
な
ど
に
お
き
、
そ
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を「
大
人
の
女
性
」に
お
い
た
。

　

昨
年
春
の
開
幕
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

は
1
0
3
。
可
能
な
限
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
を
用
意
し
て
、
市
民
や
県
内
・
県
外
に

発
信
し
た
。

　

計
画
当
初
か
ら
参
画
し
、
現
在
は
N
P

O
法
人
薩
摩
川
内
市
観
光
協
会
に
出
向
し

て「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」事
業
を
担
当
す
る
有あ

り

馬ま

眞し
ん

二じ

郎ろ
う

事
業
課
長
は
「
当
初
、
職
員
が
九

州
各
地
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
視
察

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
を
そ
ろ
え
る
の
は
大
変
で

し
た
。
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
に
声
を

か
け
、
説
明
会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
と

に
か
く
主
体
と
な
る
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
に
は
苦
労
し
ま
し
た
」と
語
る
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
春
か
ら
本
年
春

ま
で
の
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」
参
加
者
数
は
1

万
2
8
4
名
で
、平
均
単
価
約
3
，0
0
0

円
と
し
て
約
1
，5
0
0
万
円
の
直
接
効
果

が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
う
ち
約
68
％
が
女

性
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
も
の
と
ほ

ぼ
合
致
し
た
。
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト
ナ
ー

の
意
識
も
向
上
し
て
い
る
。「
や
っ
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　
「
仕
組
み
は
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

再
生
と
、
今
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

目
標
は
き
ゃ
ん
ぱ
く
参
加
者
数
・
年
間
1

万
人
で
す
」
と
有
馬
課
長
は
語
る
。

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
今
の
課
題
と
展
望

に
つ
い
て
古
川
課
長
は
「
課
題
は
、
こ
の

事
業
に
携
わ
る
全
て
の
人
の
意
識
向
上
で

す
。
も
っ
と
事
業
の
質
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
市
民
を
巻
き
込
む
さ
ら
な
る
仕
組
み
作

り
も
必
要
で
し
ょ
う
。
自
負
心
を
持
つ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
育
つ
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
観
光
や
物
産
の
振
興
は
行
政
主
導
よ

り
も
民
間
主
体
が
あ
る
べ
き
姿
で
、
そ
れ

を
10
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で
移
行
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
の
上
手
な
歌
手
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
人
気
の
あ
る
歌
手
は
少
な
い
で
す
よ
ね
。

今
は
上
手
な
歌
手
に
な
る
努
力
を
懸
命
に

行
っ
て
い
ま
す
。
上
手
に
な
っ
て
人
気
も

出
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
の
が
今
の

願
い
で
す
」
と
語
る
。

　

確
か
に
薩
摩
川
内
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
今
後

の
動
向
に
お
お
い
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　市内で冠婚葬祭や食品加工業を営む
若手実業家の知

ちしきあきら

識晃（36歳）さんは、シ
ティセールスサポーターであると同時にき
ゃんぱくパートナーのひとりでもある。都
内の大学を卒業後、時計販売会社へ就
職し東京・新宿や愛媛・松山勤務を経験
したUターン組だ。育ててくれたまちへの
恩返しとしてもっと盛り上げたいと感じて
いたところに、シティセールスサポーター
の話があり、すぐに登録した。「きゃんぱく」
でも「婚活列車」の企画に参画している。

　「外での生活を経験したものだからこそ客観的に今の薩摩川内
市を見つめることができます。人は楽しいところに集まるわけですか
ら、同級生が帰って来て楽しいと言えるまち、先人が作った財産を
後世に残していけるまちにしたいという思いがあります。その意味で
自由な発想で参加できる「きゃんぱく」は“入口”であり自己紹介の
場ですね。そこで得た人とのつながりを大事にしながら、今後もまち
づくりに積極的に係わっていきたいと思います」と知識さんは語る。
　薩摩川内市雇用創造協議会（ぽっち
ゃん計画室）の二

ふたきしゅんすけ

木俊輔（30歳）さんも
Uターン組のひとりだ。インドや東南ア
ジアを旅して帰ってきたときに知識さん
と知り合う。そこでシティセールスサポー
ターの話を聞き、積極的に参加した。今
は市が募集した「ぽっちゃん計画室」に
応募し事業推進員として人材育成セミ
ナーの企画・運営に携わっている。
　「セミナー内容の企画や講師の選定
など、最初は手探りでしたが今はとても
楽しいです。なにより、人と出会えるの
が嬉しい。様々な人とまちづくりに携わる生活がとても充実している
んです」と二木さんは満面の笑みを浮かべて語る。
　こうした人々に様々な“挑戦の場”を与えるのも薩摩川内市のシテ
ィセールスの大きな役割でもあるのだ。

10
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で

行
政
主
導
か
ら
民
間
主
体
へ
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■きゃんぱく 主なプログラム

創
 
る

No.01 世界に誇る甲冑を体験  ～川内戦国村  甲冑着用体験～ 主催者 丸武産業（株）川内戦国村
全国的に知られる甲冑製作会社丸武産業株式会社が運営する「川内戦国村」で、TV映画で
使用する鎧を試着するプログラム。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人2,000円  子供1,800円 

No.02 テーブルウエアを作りませんか？ 主催者 サイトウハウス
世界にひとつだけの器やオブジェをつくり、物つくりの楽しさを味わうもの。プログラム19の
石窯で焼くピザパーティと組み合わせての参加も出来る。

定員 6名（最少催行人数:3名）
参加料金 大人3,000円  子供1,000円 

No.04 季節のお菓子づくり 主催者 のせ菓楽
米粉のお菓子づくりにチャレンジする。米粉を使ったドーナツやマドレーヌなどお菓子づく
りを楽しむ。

定員 10名（最少催行人数:2名）
参加料金 2,000円 ／1人

No.05 ステンドグラスへの招待状 主催者 マドニ・ステンドグラス工房
ステンドグラス工房でオリジナルのステンドグラスを作る。テーブルランプ、ナイトライト、フ
ォトフレームの３つのプログラムを用意。

定員 8名（最少催行組数:1名）
参加料金 3,500～6,500円 

No.08 甑風塩・甑島での塩作り体験 主催者 水建システム（有）
甑島で塩作り体験。透明度の高い甑島の澄んだ海水を使用します。その間にハガマでごは
んを焚き、あおさ汁を作り、きびなごの塩焼きで昼食を楽しむ。

定員 8名（最少催行人数:1名）
参加料金 2,000円 

No.09 恐竜を粘土で作ろう 主催者 中野 洋一
下甑島、鹿島町で7,000万年前の地層から恐竜の化石が発見された。この恐竜の姿を粘土
で自由に工作する。主催者は鹿島町出身の画家。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人3,000円  子供2,500円 

No.10 甑の浜辺の石や流木でアート 主催者 中野 洋一
甑島の海岸で拾った浜石や流木にゴム版で絵や文字を彫り、印刷したり筆で描くもの。主催
者は鹿島町出身の画家。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人2,000円  子供1,000円 

No.12 カヌーを作ろう！！ 主催者 （有）アーキ・テック
組み立てキットを使って海や川で遊べるカヌー、カヤックを製作する。プログラムでは、船体
が組みあがるまでを作業する。

定員 2組（最少催行組数:1組） 
参加料金 49,000円～／1組

No.13「竹紙」でつくる世界にひとつだけのメモ帳 主催者 中越パルプ工業（株）川内工場

「竹紙」でメモ帳を作り、雑誌や新聞などの切抜きなどでメモ帳の表紙をコラージュする。
定員 20名（最少催行人数:5名）

参加料金 大人200円  子供100円 
No.15 夏休み  甑島ファミリーアート教室 主催者 甑島 アート工房＆ギャラリー「あっぽーら」
風景画に挑戦する「絵画教室」、「かずら細工」や「フラワーアレンジメント」「茶の湯」、「流木
＆玉石アート」などの多彩な教室を用意。

定員 20名（最少催行人数:10名）
参加料金 3,500～4,500円 

No.16 八重高原で“ヤキもち”体験 主催者 大馬越地区コミュニティ協議会
八重山高原で開催される七夕「星物語」を楽しみながら、つきたての「焼きもち」を楽しむ。
織姫と彦星にやきもちを焼くことにかけている。

定員 30名（最少催行人数:1名）
参加料金 1,000円 

味
わ
う 

No.19 石釜で焼くピザパーティー 主催者 サイトウハウス
東シナ海を眺める庭で石窯ピザパーティを楽しむ。プログラム02のテーブルウエア作りと組
み合わせての参加も可能。

定員 10名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 2,000円  

No.20 くじら料理はヘルシー料理 主催者 割烹旅館  安藤
甑島には昭和20年代にクジラの基地があった。クジラには『バレニン』という疲労回復効果
のあるアミノ酸やビタミンAなどがあり、ヘルシーな食品として注目されている。

定員 50名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 2,100円  

No.21 パッションフルーツ収獲体験 主催者 甑フルーツ園
目の前に海が広がるビニールハウスで甑島産のパッションフルーツを収穫・試食体験をす
る。贈答品として送ることも可能。

定員 20名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 大人3,000円 　子供無料  

No.22 ブルーベリージャム作り体験教室 主催者 近藤農園
太陽を浴びて糖度を増した新鮮ブルーベリーで1年間保存できる本格的ジャム作りに挑戦
するもの。ブルーべりー狩りも楽しめる。

定員 10名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 1,000円 （別途材料費必要）

No.23 ワインの基礎知識と地元食材を使ったフルコース 主催者 ブラッスリータストヴァン
川内で1番のワイン数を誇る店がおススメするワインの講座と地元食材を使ったフルコー
ス料理を楽しむもの。

定員 18名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 5,000円 

No.24 もぎたてブドウでぷるぷるゼリーづくり 主催者 永山ぶどう園
夏はぶどうの季節。五色親水公園近くのブドウ園でもぎたてのブドウでゼリー作りを楽しむ
もの。（昼食付）

定員 10名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 1,000円 

め
ぐ
る

No.25「きゃんぱく婚活列車！ 2時間の旅2012」第7弾・8弾運行！ 主催者 ブライダルステージ  花ごよみ
好評の婚活列車で肥薩おれんじ鉄道車内で開催される。「出会いのまち  薩摩川内市」をコ
ンセプトに地域に密着した男女の出会いをお手伝いする。

定員 男女各16名 (最少催行男女各13名)
参加料金 男女共3,000円／1人

No.26 東シナ海を見渡す釣掛崎灯台ハイキング 主催者 磯口旅館
下甑島南端の手打港周辺はキビナゴやカジキの漁業基地でアカウミガメが訪れる貴重な
場所。カメの産卵ポイントや塩見台に登る。

定員 10名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 大人2,500円 　子供1,500円 

No.27 いむた池湖畔で婚活 主催者 湖畔リゾートホテルいむた

ラムサール条約で知られる藺牟田池の手つかずの大自然の中で行う婚活。
定員 40名 (最少催行人数:20名) 

参加料金 3,000円／1人
No.29 カノコユリをめぐる甑島 主催者 鹿児島県旅行業協同組合  ふた旅  魅旅
甑島がカノコユリでピンクに染まる7月に行う。貸切バスで島を巡り語り部が甑島の魅力を
紹介する1泊2日のツアー。

定員 20名 (最少催行人数:5名) 
参加料金 25,800円 

No.30 薩摩街道出水筋（御陵下～陽成）  歩行会 主催者 薩摩街道保存会
江戸時代の参勤交代にも使われた薩摩街道は昔からの歴史街道。街道の歩行活動を始め
て10年、約50名が鹿児島～出水間を踏破している。

定員 300名 (最少催行人数:30名) 
参加料金 300円／1人　中学生以下無料

No.31 薩摩の国の一の宮をたずねて・御神鏡清祭 主催者 いたっみろ会
薩摩の国の一の宮として知られる新田神社や歴史と文化の風薫る神亀山、可愛山稜、神話
の郷などを訪ねる。

定員 30名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 200円 

No.32 絶壁の上にある草原から海を眺める 主催者 太伸建設（株）
カノコユリとハマカンゾウが咲く草原まで登山して地元の人しか知らない絶景ポイントを楽
しむ。夕食は海鮮バーベキュー。

定員 10名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 大人4000円 　子供3,000円 

No.34 甑で「かのこ」を満喫！ 主催者 薩摩川内市商工会  上甑支所
観光船『かのこ』に乗って甑大名神橋や鹿島断崖などの断崖奇岩の続く絶景を楽しみ、クル
ーズのあとは絶品の海の幸のランチ。

定員 10名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 大人4,000円 　子供2,570円 

い
や
す

No.35 甑のグルメと癒し体験 主催者 ホテルこしきしま  親和館

旬の甑島を体験するツアーで、東シナ海の朝日や露天風呂にて満天の星と海を堪能する。
定員 10名 (最少催行人数:2名) 

参加料金 大人12,000円 　子供8,400円 
No.39 天体写真撮影大会 主催者 せんだい宇宙館
『せんだい宇宙館』の大望遠鏡を使って、手持ちのデジカメで月面写真を撮影できる。撮っ
た写真は特産の竹紙製のポストカードにプリント。宇宙食つき。

定員 15名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 大人1,000円 　子供800円 

動
　
く

No.43 薩摩の夜はナンコじゃnight 主催者 東郷温泉ゆったり館
慶長3年に島津義弘が朝鮮から帰国した際に広めたといわれる「ナンコ」。遊びのような伝
統文化を子供達へつなげようというプログラム。

定員 50名 (最少催行人数:10名) 
参加料金 大人2,500円 　子供1,000円 

No.45 くじらについて学ぼう 主催者 （株）ヤマカ　　　　　　　
夏休み自由研究特別企画！   薩摩川内市とくじらの意外な関係や知られざるくじらの生態を
知ることができる。

定員 8名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 小学生500円 

No.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川と棚田の自然観察」 主催者 NPO法人  川内川生きものクラブ
日本棚田百選、内之尾の棚田と内之尾川の生きもの調査で水環境や生態系について学ん
だあと、沢下りを楽しむ。

定員 小学生と家族15組 （最少催行人数:10組）
参加料金 1,000円／1人

No.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川
と棚田の自然観察」

No.34  甑で「かのこ」を満喫！

No.19  石釜で焼くピザパーティー

No.04  季節のお菓子づくり

No.12  カヌーを作ろう!!

【Web  こころ薩摩川内  観光・特産品ガイド】satsumasendai.gr.jp/
【フェイスブック】www.facebook.com/SatsumasendaiCity 電気のふるさと Vol.28 8



　最近「シティセールス」が注目さ
れている。
　まぎらわしいのは「シティセール
ス」と「シティプロモーション」。政
令指定都市を目指す人口規模の大き
な自治体などが行う「シティプロモ
ーション」を「シティセールス」と称
していたりするからだ。
　「シティセールス」は一般的に「自
らのまちの特色や魅力などをブラッ
シュアップして、まるごと地域外に
売り込む」というもの。単なる地域
の宣伝やPR活動の枠を越えて、地域
活性化の戦略的活動の意味を持つも
のといっても良い。
　その背景にあるのは「地域間競争」
だ。言うまでもなく、ほとんどの自
治体は「少子高齢化」「定住人口減の
阻止」「地域産業の育成」「教育・福祉
の充実」といった課題を持つ。こう
した諸課題を克服して真に魅力的な
地域として、内外から「選ばれるま
ち」、即ち「地域争奪戦」の時代に入
っているのだ。

　「シティセールス」の定義にある
「地域をまるごと売り込む」ために

は当然「地域ブランド」の形成が必
要になる。
　経済産業省は「地域ブランド」を
「地域の持つ産品やサービスのブラ
ンド化と、地域の好感度や魅力度と
いったイメージのブランド化が融合
した他地域と差別化できる個性」と
いう表現を使っている。
　こうした「地域ブランド」を形成
し、それを他地域に売り込むことで、
地域外から“外貨”を獲得して地域経
済の活性化を図り、交流人口の増加
から定住人口の増加までを視野に入
れる。同時に「地域ブランド」の形成
過程では、地域内の課題解決を目指
す。これが「シティセールス」のある
べき戦略といえる。
　それでは、「地域ブランド」の形成は
どのように行われているのだろうか。
　その形成過程は多種多様である。
例えば、「ゆずの村」といえば高知県
馬
うま

路
じ

村
むら

を指し、「葉っぱビジネスの
町」といえば徳島県上

かみかつちょう

勝町を思い浮
かべる人も多いはず。こうした地域
は、「モノ・ヒト・コト」といった地域
資源を探し出し競争力のある「地域
特産品」や「地域サービス」として磨
き上げ、それを魅力ある「地域イメ
ージ」に融合させ個性的な「地域ブ
ランド」を創造することに成功して

いる。このほかに「焼
そばの富

ふじのみや

士宮市」な
ども良く知られてい
る事例だ。
　一方、まずは、美
しい自然や深みのあ
る文化を持つ地域の
イメージを、まちづ
くりのコンセプトに
練り上げ、「地域イ
メージ」をつくるこ
とから始める地域も
ある。そのうえで、
地域産品の開発や地

域サービスを育成して、まとめた「地
域イメージ」と融合させて「地域ブ
ランド」の形成を図る。「百彩のもり・
宮崎県諸

もろつか

塚村
むら

」、「写真のまち・北海
道東
ひがしかわちょう

川町」、「四
し

万
まん

十
と

ドラマ・四万十
川流域地域」といった地域だ。

　そうした各地域に共通するのは
「地域ブランド」形成過程の中の巧
みな「仕組み」づくりである。
　P.3 ～ 8で紹介した薩摩川内市の
「シティセールス」でも、多くの市民・
事業者が参加する「シティーセール
スサポーター」という制度が事業全
体の核となっている。
　好事例といわれるものの多くは、
広範な地域住民が社会活動を担う中
で、利益を得ることが出来る仕組み
を持つ。
　即ち、アメリカの経済学者、ハー
バード大学大学院教授のマイケル・
Ｅ・ポーターの言う「経済的価値と
社会的価値を同時実現する」という
視点が「地域ブランド」形成の仕組
みづくりには極めて重要なものにな
る。マイケル・Ｅ・ポーターは著書『戦
略と競争優位』の中で「今日、最も優
れた事業戦略を構築するためには、
社会貢献、社会問題解決のような社
会的な側面を欠かせなくなっていま
す」と述べている。
　もうひとつの重要な視点は、地域
住民の地域に対する郷土愛の醸成で
ある。
　地域の魅力を磨き上げるという作
業は、郷土に対する「誇り」や「愛着」
を生む。そしてそれは当然、外部に
「口コミ」で広がり、共感した来訪者
によってもたらされたよりよい地域
の“すがた”への期待感もさらにとり
込んで、自分たちの住むまちをさら
に豊かにしていくのだ。

住民参画の仕組みづくりと
郷土愛の醸成

背景にあるのは地域間競争

「地域ブランド」の形成
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シティセールスにおける
「地域ブランド」の形成

文責：地域振興部 調査課



7
月

ぎおん柏崎まつり（柏崎市）
ウミガメ産卵観察会（御前崎市）

沖揚げまつり（神恵内村）

第41回とまり群来まつり
（泊村)

仏ヶ浦まつり（佐井村）

漁火想2012
（高浜町）

美浜ハートフル朝市（美浜町）※毎週日曜日

風間浦のイカ釣り体験（風間浦村）
まちなかライトアップ（会津若松市）

きなはいや伊方まつり（伊方町）

おも城サイトミュージアム（竹田市）※第2・4金曜

ブルーマリン
フェスティバル（大間町）

ひがしどおりよさこい
来さまい祭り（東通村）

第18回若狭おおいのスーパー大火勢
（おおい町）

いいだ人形劇フェスタ2012（飯田市）

美浜ハートフル朝市（美浜町）※毎週日曜日

風間浦のイカ釣り体験（風間浦村）
まちなかライトアップ（会津若松市）

おも城サイトミュージアム（竹田市）※第2・4金曜

第32回共和かかし祭（共和町）第40回いわない怒涛まつり（岩内町）

第24回
苓北じゃっと
祭（苓北町）

むつ市田名部まつり（むつ市）
8
月

第32回馬路おしどりマラソン（馬路村） 川内大綱引
（薩摩川内市）

美浜ハートフル朝市（美浜町）※毎週日曜日
おも城サイトミュージアム（竹田市）※第2・4金曜

まちなかライトアップ（会津若松市）
9
月

　積
しゃこたん

丹半島
の夏を告げ
る第34回沖
揚げまつり
が開催され
ます。「ホタテ釣り」などのお楽しみ
や漁協と商工会による魚介類・海産
物の販売が行われ、まつりの看板と
もいえる「神恵内龍神鰊沖揚音頭」
や「松前神楽」などの郷土芸能、歌謡
ショーなどで盛り上がります。
【開催日】 毎年7月第1日曜日
（今年は7月1日開催） 
【主催】 神恵内沖揚げまつり実行委員会 
【問合せ先】
神恵内村役場産業建設課 ☎0135-76-5011
神恵内村商工会 ☎0135-76-5115
【URL】 www.vill.kamoenai.hokkaido.jp

神
かも

恵
え

内
ない

村
むら

神恵内のおいしい夏
～沖揚げまつり

北海道

　盃
さかずき

海水浴
場を会場に
泊の味コー
ナーでは新
鮮な海の幸
を使った焼きイカ・ホタテやウニ丼
などが味わえます。また、姉妹提携
をしている愛媛県伊方町の特産品コ
ーナーも設けられ、特産品の販売等
が行われます。ステージではキャラ
クターショーなどが行われ、夕方に
は有名タレントによる歌謡ショーが
まつりを盛り上げ、日本海の漁り火
をバックに弁天島から打ち上げられ
る花火がフィナーレを飾ります。
【開催日】 ７月21日（土）  10：00～
【主催・問合せ先】 群来まつり実行委員会
（泊村役場経済部産業課内）☎0135-75-2101
【URL】 www.vill.tomari.hokkaido.jp

泊
とまり

村
む ら

泊の夏を彩る
～第41回とまり群

く き

来まつり

北海道

　町のキャ
ラクター・
かかしをメ
インとした
共和町なら
ではのユニークな参加型イベントで
す。町民による個性的な手作りかか
しが勢ぞろいする「かかしコンクー
ル」を筆頭に、ばん馬や芸能ショー
などの趣向を凝らした催しが満載。
農産物の試食会や即売会、バーベキ
ューなどおいしいメニューも充実し
ています。
【開催日】 8月18日（土）・19日（日）
【開催場所】 憩いの広場（共和町役場裏）
【主催・問合せ先】 共和かかし祭実行委員会
事務局（共和町役場産業課商工観光係）
☎0135-73-2011
【URL】 www.town.kyowa.hokkaido.jp

共
きょう

和
わ

町
ちょう

ユニークな参加型イベント
～第32回共和かかし祭

北海道
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「電気のふるさと」では電源地域の各市町村で開
催されるイベントや伝統的なお祭りなどの情報を
まとめて掲載するコーナーをつくりました。今回
は7・8・9月の情報です。読者の皆様方で掲載の
ご希望がございましたら、電気のふるさと編集室
までお知らせください。自薦、他薦を問いません。

■地域振興部 振興業務課 電気のふるさと編集室
☎03-6372-7305
E-mail ：furusato@dengen.or.jp



　イカ釣り遊覧体
験を試してみませ
んか。海から引き
上げた針にイカが
かかった瞬間の感
触は格別です。も
しかするとイカの
鳴き声も聞くことが出来るかも知れ
ません。船上から見る大間岬に沈む
夕陽は絶景です。
【開催期間】 7～8月
※休み：毎週金曜日・イカ漁休漁日
【体験時間】 17：30～18：30
（漁場まで約15分）
【体験料金】
大人（1人）3,000円  小学生（1人）1,500円
※幼児不可
【イカ釣り体験申込先】
 風間浦村観光協会 ☎0175-36-2353
【URL】 www.kazamaura.jp

風
かざ

間
ま

浦
うら

村
むら

夏限定！
～風間浦のイカ釣り体験

青森県

　各チーム
が鳴子を手
に、見事な
パフォーマ
ンスと華麗
な踊りを披露するイベント「ひがし
どおりよさこい来

か

さまい祭り」。毎
年8月最終日曜日に村内外から十数
チームが参加します。村の中心地、
ひとみの里でのパレード、ふるさと
広場での舞台演舞など、ところ狭し
と踊る気迫あふれる演技は観るもの
に感動を与えます。会場の観客と踊
り手の心がひとつになり、短い下北
の夏の終わりを盛り上げます。
【開催日】 8月26日（日）
【主催】 東通村役場 つくり育てる農林水産課
（商工振興G） ☎0175-27-2111
【URL】 www.vill.higashidoori.lg.jp

東
ひがしどおりむら

通村
北の夏の終わりを盛り上げる
～ひがしどおりよさこい来さまい祭り

青森県

　下北半島
最大の祭り
で知られる
「田

た な ぶ

名部神
社例大祭」
では、北前船によって伝えられたと
いわれる京都祇園の流れを汲む豪華
な5台の山車が、お囃子とともに市
内を巡行します。クライマックスは
最終日深夜の「五車別れ」で来年の
再開を期すもの。期間中の夜に繰り
広げられる流麗な「おしまこ流し踊
り」も必見です。本州最北端の市で
京都の香りが漂うお祭りです。
【開催日】 8月18日（土）～20日（月）
【開催場所】 むつ市田名部地区
【問合せ先】 むつ市商工観光課
☎0175-22-1111（代）
【URL】 www.shimokita-kanko.com

むつ市 青森県

　港町岩内ならで
はの特産品である
「身欠きニシン」
など「食」をメイ
ンにしたイベント
です。地元飲食店
による「岩内たら
福屋台村」では、各店自慢の逸品を
ご提供します。さらに40回を記念し
て、夜空にきらめく数千発の大花火
大会を開催！　キャラクターショー
やライブなども繰り広げられ、町の
ゆるキャラ「たら丸」もお待ちして
おります。
【開催日】 8月4日（土）・5日（日）
【主催・問合せ先】 いわない怒涛まつり実行
委員会（岩内町企画経済部企画産業課内）
☎0135-62-1011（内線315）
【URL】 www.town.iwanai.hokkaido.jp

岩
いわ な い

内町
ちょう

自慢の逸品を満喫
～第40回いわない怒涛まつり

北海道

　毎年、舟
競争大会、
ライブショ
ー、マグロ
解体ショー
などが行われます。中でも舟競争大
会では、激しい戦いが繰り広げられ
ます。マグロ解体ショーは、巨大大間
マグロを目の前で解体し、 刺身を先
着順で無料配布。毎年沢山の行列が
並び大間のマグロを味わうことがで
きます。夜には大間の夜空に約3,000
発の花火が打ち上げられ、夏の夜空
を彩ります。
【開催日】 8月14日（火）  9：30～20：30
【開催場所】 大間港（大間町大間字大間）
【問合せ先】 大間町役場産業振興課
 ☎0175-37-2111（代）
【URL】 www.town.ooma.lg.jp

大
おお

間
ま

町
まち

“大間のマグロ”を味わう
～ブルーマリンフェスティバル

青森県

　佐井村を
代表する景
勝地である
仏ヶ浦は、
古くから地
元の人々の信仰の場所として大切に
されてきました。仏ヶ浦海岸には地
蔵堂が建てられ、毎年7月24日には
仏ヶ浦まつりと称して礼拝が行われ
ます。地元の女性が集まり、海岸に
点在する地蔵や奇岩へご詠歌を奉納
します。また、数人で輪になり、念仏
をお唱えしながら長い数珠をみなで
廻します。
【開催日】 7月24日（火）
【時間】 9:00～15:00頃
【問合せ先】 さいむら観光協会
 ☎0175-38-4515
【URL】 saikanko.sakura.ne.jp

佐
さ い

井村
むら

下北の伝統行事に触れる
～仏ヶ浦まつり

青森県

京都祇園の流れを汲む山車が巡行
～むつ市田名部まつり
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　会津若松
市では、市
内の歴史的
な建物を中
心に日没か
ら午後9時までライトアップを行い
ます。夕涼みがてら幻想的な夜の城
下町を散策してみませんか。それに
合わせて10月27日までの毎週土曜
日と、月曜日が祝日の場合の日曜日、
まちなか周遊バス「ハイカラさん」
や「あかべぇ」の夜間運行も行います。
【開催日】 7月9日（月）～11月30日（金）
日没～21:00
【問合せ先】 ライトアップ：会津若松観光
ルネッサンス協議会事務局（会津若松市観
光課内） ☎0242-39-1251
夜間運行：会津バス若松営業所
☎0242-22-5555
【URL】 www.aizukanko.com

会
あい

津
づ

若
わか ま つ

松市
会津の夏の夜をご案内
～まちなかライトアップ

福島県

　柏崎市内
の小中学生
によるマー
チングパレ
ード、市民
参加の民謡街頭流し、勇ましい掛け
声と共に山車や神輿を繰り出すたる
仁
に わ か

和賀など魅力満載。クライマック
スは、26日夜の越後三大花火の一つ
である大花火大会。様々なスターマ
インをはじめ、尺玉100発一斉打ち
と百花繚乱の花火大会は見るものを
魅了。玉数約15,000発、毎年20万人
以上の観客で賑わいます。
【開催日】 7月24日（火）～26日（木）
【開催場所】 柏崎市東本町、西本町、中央海
岸一帯
【主催・問合せ先】 ぎおん柏崎まつり協賛会 
☎0257-22-3161
【URL】 www.e-cotte.com/hanabi/

柏
かしわ

崎
ざ き

市
越後三大花火に酔いしれる
～ぎおん柏崎まつり

新潟県

　美浜町の
農家・漁業
団体などで
構成される
グループが
収穫した野菜、魚介類、花苗等を持
ち寄って開かれる朝市で、新鮮で安
価な産品に人気が集まっています。
特に、8月12日、11月25日、12月27
日は「お得な日」になっています。観
光客向けにバーベキュー用品なども
売っています。
【開催時期】 4月15日（日）から12月23日（日）
までの毎週日曜日の朝8時から
【開催場所】 美浜町久々子水神公園広場
【主催】 美浜ハートフル朝市の会
【問合せ先】 美浜町役場農林水産課
☎0770-32-6706
【URL】 www.wakasamihama.jp

美
み

浜
はま

町
ちょう

安くて新鮮な食材が満載！
～美浜ハートフル朝市

福井県

　漁
いさりびそう

火想は
「人の和」
を広げるこ
とを目的と
した、手づ
くりイベント。約12,000本の砂浜キ
ャンドル・まちなかキャンドルと、
市販のドラゴン花火を使用する櫓龍
（やぐらドラゴン）などの花火によ
って構成されています。年々スケー
ルアップして高浜の夏を彩る、静と
動の一大イベントになっています。
【開催日】 7月28日（土） 17：00～
【開催場所】 城山海水浴場および高浜町内
（砂浜キャンドル・まちなかキャンドル）、
城山海水浴場～鳥居浜海水浴場（櫓龍（や
ぐらドラゴン））
【主催】 若狭たかはま漁火想実行委員会
（若狭高浜観光協会）☎0770-72-0338
【URL】 www.wakasa-takahama.jp

高
たか は ま

浜町
ちょう

静と動の光の饗宴
～漁火想2012

福井県

　毎年8月
の上旬に飯
田市で開催
される、日
本最大の人
形劇の祭典です。全国・海外から人
形劇団が参加し、様々な人形劇が市
内のあちこちで上演されます。上演
以外にも、人形劇パレード、人形劇
の基礎を学ぶワークショップなど、
楽しい企画盛りだくさんのお祭りで
す。
【開催日】 8月2日（木）～5日（日）
【開催場所】 飯田市全域の約120会場
【主催】 いいだ人形劇フェスタ実行委員会・
飯田市・飯田市教育委員会
【問合せ先】 いいだ人形劇フェスタ実行委
員会事務局  担当：松村 ☎0265-23-3552
【URL】 www.iida-puppet.com

飯
いい

田
だ

市
イマココダケ劇場
～いいだ人形劇フェスタ2012

長野県

　華やかに乱舞す
るYOSAKOIや幻想
的な松

たいまつ

明行列、太
鼓の乱打にはじま
り、高さ20m、重さ
１tの木の葉形の
巨大松明を、火の
粉を浴びながら懸命に回す勇壮な若
衆の姿は見るものを圧倒します。300
年余りの伝統を持つ愛宕の火祭り大
火勢を今に受け継ぐもので、若狭お
おいの夏は、この炎の饗宴で一気に
最高潮に達します。
【開催日】 8月4日（土）
【開催場所】 うみんぴあ大飯
【主催・問合せ先】 スーパー大火勢実行委
員会 ☎0770-77-9111
【URL】 www.town.ohi.fukui.jp

おおい町
ちょう

勇壮・豪快！
～第18回若狭おおいのスーパー大

おおがせ

火勢

福井県

電気のふるさと Vol.28 12



　アカウミ
ガメは国際
的な絶滅危
惧種として
指定されて
います。御前崎市は、まとまった数
のウミガメが産卵のために上陸して
くる日本の北限として貴重な場所で
あるため国の天然記念物として地域
指定を受けています。そのため市教
育委員会より7名をウミガメ保護監
視員に委嘱し、保護活動を行ってい
ます。下記のURLを確認して観察会
に参加ください。
【開催日】 ７月22日（日）～29日（日） 20：30
～22：00  【開催場所】 下岬海岸（「下岬」信号
機付近）  【主催・問合せ先】 御前崎市教育委
員会 社会教育課 ☎0548-63-1129
【URL】 www.city.omaezaki.shizuoka.jp/sha
kyo/umigame/pdf/sanran-kansatsu2012.pdf

御
お

前
まえ ざ き

崎市
生命の営みに感動
～ウミガメ産卵観察会

静岡県

　伊方杜氏
の造った地
酒など、伊
方町の特産
品などを広
く町内外にPRし、消費拡大と地場産
業の振興を図るためのサマーフェス
ティバル。杜氏の里の酒祭りや、伊
方踊りなどの催しが開催されます。
フィナーレには、夜空を飾る約4,000
発の花火が打ち上げられます。昨年
からは東北支援として、岩手県の清
酒18銘柄の試飲も行っています。
【開催日】 7月29日（日） 8：50～20：00
【開催場所】 伊方中学校グラウンド他
【問合せ先】 伊方町産業振興課商工振興室
☎0894-38-0211（代）
【URL】 town.ikata.ehime.jp/kankou/

伊
い

方
かた

町
ちょう

地産地消を推進する
～きなはいや伊方まつり

愛媛県

　馬路村で
毎年9月の
第3日曜日
に行われる
のが「馬路
おしどりマラソン大会」。このマラソ
ンのユニークなルールは、夫婦で参加
して、必ずお互いの手を握りあってゴ
ールするということ。村内外からた
くさんの参加者がある人気のイベン
トです。３kmと５kmのコースがあり
参加費は夫婦で5,000円。参加者には
馬路村のゆずの加工品、完走者にはメ
ダルが贈られます。
【開催日】 9月16日（日） 9：30～
【主催】 馬路村教育委員会 ☎0887-44-2216
【URL】 www.vill.umaji.kochi.jp/html/
kyouiku.htm

馬
うま

路
じ

村
むら

手をとり仲良くゴール
～第32回馬路おしどりマラソン

高知県

　「じゃっ
と祭」は従
来行われて
きた夏祭り
と港祭りを
統合して昭和63年に発足した町民総
出の祭り。「じゃっと」とは苓北町の方
言で、「そうだ」「本当だ」という意味に
なります。将来にむけて「地域住民こ
ぞって、そうだ（じゃっさい）と一丸と
なって突き進もうという願いが込め
られています。海をテーマに、花火大
会、ペーロン大会などの催しが行わ
れ、苓北町は祭り一色に染まります。
【開催日】 ①8月5日（日）天草れいほくペー
ロン大会 ②8月11日（土）苓北じゃっと祭
花火大会  【開催場所】 ①苓北町富岡袋港 
②苓北町富岡港周辺  【主催・問合せ先】苓
北町商工観光課  ☎0969-35-1111
【URL】 reihoku-kumamoto.jp

苓
れい ほ く

北町
ちょう

町民が主役
～第24回苓北じゃっと祭

熊本県

　国指定史
跡岡城跡は
昭和11年に
指定を受け
て以来、今
年で76年になります。『荒城の月』ゆ
かりの岡城跡への理解を深め、知ら
れざる岡城の魅力を見つけ、新たに
整備された曲輪を見学するプログラ
ムです。月2回、市教育委員会文化財
課の職員が専門的な内容を含め、わ
かりやすく史跡内の案内を行ってい
ます。（要予約）
【開催日】 毎月第2・4金曜日  13：00～（約２
時間） ※小雨決行
【集合場所】 岡城跡駐車場
【主催・問合せ先】 教育委員会文化財課 
☎0974-63-4818
【URL】 www.city.taketa.oita.jp

竹
たけ

田
た

市
『荒城の月』ゆかりの地
～おも城サイトミュージアム

大分県

　日本一の
大きさ・重
さを誇るジ
ャンボ綱を
男たちが一
斉に引き合う川内大綱引。いわゆる
普通の綱引きとは全く異なる薩摩川
内市の伝統行事です。鹿児島県およ
び薩摩川内市指定無形民俗文化財に
もなっています。体と体が激しくぶ
つかり合うその様は“喧嘩綱”とも呼
ばれ、見るものを圧倒します。400年
以上も続くといわれる男たちの熱い
闘いを見に毎年多くの観光客が訪れ
ます。観光客は「綱打ち」にも参加で
きます。
【開催日】 9月22日（土） 19:00～
【主催】 川内大綱引保存会  ☎0996-21-1851
【URL】 ootsuna.satsuma-sendai.jp

薩
さつ

摩
ま

川
せん だ い

内市
見るものを圧倒する“喧嘩綱”
～川内大綱引

鹿児島県
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P.14
北海道神恵内村

P.14
福井県敦賀市 P.15

福島県大熊町・富岡町

P.15
福島県

リニューアルした「神恵内オリジナルカップうどん」

鉄道と港をイメージしたイルミ
ネーション・ライトアップ

　

平
成
21
年
、
北
海
道
神
恵
内
村
で
は
、

村
民
と
行
政
の
協
働
で
特
産
品
開
発
を
進

め
村
内
の
ホ
タ
テ
生
産
者
や
商
店
経
営
者
、
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協
職
員
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が
協
議
会
（
通
称
・
チ
ー

ム
カ
ッ
プ
麺
）
を
立
ち
上
げ
て
、『
神
恵
内

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
う
ど
ん
』を
5
万
個
、

開
発
・
製
造
し
た
。「
地
産
地
消
」「
安

心
・
安
全
」を
テ
ー
マ
に
、神
恵
内

村
産
の
ホ
タ
テ
や
タ
ケ

ノ
コ
、
コ
ン
ブ
の

粉
末
、
道
産
の
小

麦
粉
を
使
用
し

た
こ
の
カ
ッ
プ

麺
、
一
般
商
品

と
し
て
販
売
事
業

へ
と
展
開
す
る
に

は
製
造
コ
ス
ト

が
ネ
ッ
ク
と

な
り
、
試
供
品

と
し
て
村
内
外
に
配
布
と

い
う
か
た
ち
に
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反

響
を
呼
び
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
も
味
・
具
材
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
に
高
評
価
が
集
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
、
そ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
に
基
づ
き
、
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
て
新
生
・
カ
ッ
プ
麺
と
し
て
再
登

場
し
た
。
前
回
同
様「
地
産
地
消
」「
安
心
・

安
全
」、
そ
し
て
「
食
べ
ら
れ
る
Ｐ
Ｒ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
開
発
し
、
帯お

び

広ひ
ろ

市
の
㈱
と
か
ち
麺
工
房
が
製
造
し
た
。

価
格
は
１
個
3
0
0
円
（
税
込
）。
3
，2
8

0
個
を
製
造
し
て
村
内
の
『
道
の
駅
』
と

『
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ
温
泉
9
9
8
』

で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
5
月
中
に
完
売
す

る
と
い
う
人
気
商
品
に
な
っ
た
。

　

メ
イ
ン
の
具
材
に
神
恵
内
村
産
ホ
タ
テ

半
成
貝
3
個
を
レ
ト
ル
ト
状
に
し
て
使
用
。

麺
は
氷
結
乾
燥
ノ
ン
フ
ラ
イ
製
法
に
よ
り
、

も
ち
も
ち
と
し
た
コ
シ
の
あ
る
も
の
に
仕

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ー
プ
と
麺
、
具
材

の
相
性
も
抜
群
で
、
素
材
本
来
の
風
味
や

食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
の
段
階
で
は
、
販
売
ロ
ッ
ト
数
や
価

格
面
で
利
益
が
出
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、「
神
恵
内
村
」
を
体
感

で
き
る
文
字
通
り
の
「
食
べ
ら
れ
る
P
R

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
役
割
は
十
分
に
果
た

し
て
お
り
、 

今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

今
年
、
敦
賀
市
は
「
敦
賀
―
長
浜
間
鉄

道
開
通
1
3
0
周
年
」「
敦
賀
―
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
定
期
航
路
開
設
1
1
0
周
年
」
お

よ
び「
欧
亜
国
際
連
絡
列
車
運
行
1
0
0

周
年
」
の
佳
節
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
契
機

に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
団
体

等
と
連
携
し
新
規
お
よ
び
既
存
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
こ
う
し
た
鉄
道
開
通
記
念
等
の
統

一
テ
ー
マ
を
付
加
す
る
『
つ
る
が
「
鉄
道

と
港
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ヤ
ー
』
を
展

開
す
る
。

　

内
容
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
い

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る「
夜
の
敦
賀
港
」

を
演
出
す
る
事
業
、
敦
賀
鉄
道
の
夜
明
け

1
3
0
年
の
歴
史
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
食
」

を
提
供
す
る
事
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
遊

園
地
等
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
能
を
有
し

た
「
遊
び
」
を
演
出
す
る
事
業
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
を

イ
メ
ー
ジ
し
た

「
買
う
」を
演

出
す
る
事
業
な

ど
。
7
月
20
日
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
従

来
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
、

観
光
物
産
フ

ェ
ア
や
商
店

街
で
の
イ
ベ

ン
ト
、
展
覧

会
、見
学
会
、

記
念
ク
ル
ー

ズ
、
体
験
ツ

ア
ー
、
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ぎ
っ
し
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産品開発や交流人口
拡大に向けた取組み
このコーナーでは電源地域各地の地域
振興の話題を取り上げていますが、今
回は北海道神恵内村と福井県敦賀市の
話題などをお届けします。読者の皆様
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北
海
道
神か

も

恵え

内な
い

村む
ら

神
恵
内
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ
う
ど
ん
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

本
年
４
月
に
販
売
し
て
５
月
中
に
完
売

福
井
県
敦つ

る

賀が

市

プ
ロ
グ
ラ
ム
満
載
の『
つ
る
が「
鉄
道
と
港
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ヤ
ー
』が
開
幕

産品開発や交流人口
拡大に向けた取組み



『つるが「鉄道と港」フェスティバルイヤー』の統一
ロゴマーク

郡山市内で開催された「地域振興懇談会」風景

大玉村の「富岡えびすこ市場」

会津若松市の「おみせ屋さん」

り
と
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
た

菓
子
や
お
茶
、
ワ
イ
ン
、
駅
弁
な
ど
の
新

商
品
6
商
品
も
開
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
通
年
イ
ベ
ン
ト
の
催
行
に
は
、

県
・
市
や
経
済
団
体
な
ど
と
市
民
が

協
同
で
、「
敦
賀
・
鉄
道
と
港
」

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
を

昨
年
12
月
に
結
成
し
た
。

行
政
や
各
種
企
業
と
市
民
と

の
「
協
働
」
に
よ
っ
て
「〝
鉄
道

と
港
の
ま
ち
敦
賀
〞
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
対
す
る
市
民
意
識
の
醸
成

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
。
今
年
の
敦

賀
は
熱
い
1
年
に
な
り
そ
う
だ
。

　

5
月
29
日
（
火
）、
福
島
県
郡こ

お
り
や
ま山

市
で 

『
全
国
原
子
力
立
地
市
町
村
商
工
団
体
協

議
会
』
の
主
催
（
事
務
局
：
柏
崎
商
工
会

議
所
）
に
よ
る
「
地
域
振
興
懇
談
会
」
が

開
か
れ
た
。

　

会
津
若
松
市
に
あ
る
大
熊
町
最
大
の
松

長
近
隣
公
園
仮
設
住
宅
地
域
内
に
あ
る
の

が
仮
設
店
舗
「
お
み
せ
屋
さ
ん
」。
昨
年

10
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
約
60
坪
の

食
料
品
や
日
用
品
が
並
ぶ
店
内
の
半
分
は
、

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
。
雪
深
い
地
域
の
仮
設
に

暮
す
約
2
0
0
世
帯
の
人
々
に
と
っ
て
は

買
物
の
み
な
ら
ず
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

富
岡
町
民
が
避
難
す
る
大お

お
た
ま
む
ら

玉
村
に
あ
る

安あ

だ

た

ら

達
太
良
仮
設
住
宅
前
に
も
、
仮
設
店
舗

「
富
岡
え
び
す
こ
市
場
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

か
つ
て
富
岡
商
店
街
で
開
催
し
て
い
た
活

気
溢
れ
る
「
え
び
す
講
市
」
に
あ
や
か
っ

た
も
の
で
広
さ
は
約
28
坪
。
運
営
は
富
岡

町
商
工
会
や

個
人
の
8
事

業
者
が
集
ま

っ
て
設
立
し

た
「
合
同
会

社
・
富
岡
さ

く
ら
の
郷
」

だ
。
大
玉
村

の
仮
設
住
宅

に
は
約
3
0

0
世
帯
が
避

難
し
て
い

る
。「
合
同

会
社
・
富
岡
さ
く

ら
の
郷
」
で
は

「
足
」の
な
い
お

年
寄
り
で
も
安
心

し
て
買
物
が
で
き

る
と
い
う
利
便
性
を

持
ち
、
大
玉
村
の
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
仮
設
に
暮

す
人
々
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
、
賑
わ

い
の
あ
る
店
舗
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後

は
仮
設
住
宅
を
巡
り
積
極
的
に
注
文
取
り

を
行
う
ほ
か
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
移

動
販
売
な
ど
も
手
が
け
る
。

　

詳
し
く
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
.

tsuruga.or.jp/tetsudo130/index.
htm
l

ま
で
。

　

全
国
の
原
子
力
立
地
市
町
村
の
25
の
商

工
団
体
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
た
こ
の

会
合
で
は
、
富と

み
お
か
ま
ち

岡
町
商
工
会
副
会
長
か
ら

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
の
地

域
の
状
況
、
大お

お
く
ま
ま
ち

熊
町
商
工
会
と
双ふ

た

葉ば

町ま
ち

商

工
会
の
企
業
経
営
者
か
ら
は
、
再
建
に
向

け
た
取
組
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
復
興
に
向

け
て
前
向
き
に
歩
む
商
工
業
者
の
具
体
的

な
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

翌
30
日
（
水
）
に
は
、
福
島
第
二
原
子

力
発
電
所
を
視
察
し
て
、
3
・
11
大
震
災

後
の
被
害
状
況
や
復
旧
現
況
の
説
明
な
ど

を
受
け
た
。
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福
島
県
で
全
原
商
が

「
地
域
振
興
懇
談
会
」を
開
催

福
島
県
大お

お
く
ま熊

町ま
ち・

富と
み
お
か岡

町ま
ち

仮
設
住
宅
に
仮
設
の
店
舗
が

次
々
と
オ
ー
プ
ン



田村菓子舗

金太郎芋
ロールケーキ

企
業
組
合「
さ
だ
み
さ
き
自
然
堂
」を
立
ち
上
げ
、
金
太
郎
芋
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
田
村
菓
子
舗
の
代
表

取
締
役 

三
代
目
田た

村む
ら
よ
し
た
か

義
孝
氏
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、当
セ
ン
タ
ー
は
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
メ

ン
タ
ー
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
対
応
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
と
今
後
の
見
通
し
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〜
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
〜

特
産
品
開
発
を
切
り
口
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

愛
媛
県
伊
方
町

地
域
特
産
品
を
使
っ
て　
　
　
　
　

地
域
再
生
に
か
け
る
想
い

　

地
元
の
漁
師
が
保
存
用
に
加
工
し
た
粒

う
に
を
直
接
仕
入
れ
て
作
っ
た「
う
に
ま

ん
じ
ゅ
う
」を
主
力
商
品
と
す
る
伊
方
町

田
村
菓
子
舗
の
三
代
目
田
村
義
孝
氏
は
、

地
元
、
佐さ

だ
み
さ
き

田
岬
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に

一
次
産
品
を
お
菓
子
に
変
え
て
Ｐ
Ｒ
し
、

佐
田
岬
地
区
の
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
と

努
力
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

　

丁
度
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
田
村
氏
も

参
加
す
る「
お
い
も
さ
ん
作
り
推
進
事
業

検
討
会
」に
お
い
て
、
ベ
ニ
ア
ズ
マ
品
種

で
伊
方
町
の
特
産
品
で
あ
る「
瀬
戸
金
太

郎
芋
」を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
出
て
き
た
。こ
の
芋
は
愛
媛
県
内
で

は
甘
味
の
強
い
サ
ツ
マ
イ
モ
と
し
て
知
ら

れ
、
佐
田
岬
半
島
特
有
の
栽
培
条
件（
寒

暖
差
の
大
き
い
高
地
、
晴
天
の
多
い
瀬
戸

内
気
候
、
水
は
け
の
良
い
土
壌
）と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
良
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
糖

度
が
40
度
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

田
村
氏
は
こ
の
推
進
事
業
で
割
り
当
て

ら
れ
る
町
営
農
地
に
て
、
昨
年
、
友
人
と

2
人
で
芋
の
栽
培
を
行
い
、併
せ
て
栽
培
・

収
穫
・
加
工
に
関
す
る
体
験
ツ
ア
ー
を
実

施
す
る
計
画
を
立
て
た
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
同
様
な
手
法
で
町
の
一
次

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ひ
い
て
は
佐
田
岬

半
島
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
着
実

な
地
域
活
性
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
繋
げ
た
い

と
語
る
。
こ
の
3
月
に
は
伊
方

町
に
て
企
業
組
合「
さ
だ
み

さ
き
自
然
堂
」を
発
足
さ

せ
、
特
産
品
販
売
の
拠

点
と
す
る
と
と
も
に
、
少

子
高
齢
化
に
よ
り
過
疎
化

が
進
む
地
域
の
雇
用
の
受
け
皿

や
、
地
元
の
お
年
寄
り
が
持
っ
て
い
る
知

識
や
技
術
を
披
露
し
生
き
が
い
を
創
出
で

き
る
よ
う
な
場
作
り
に
し
て
い
き
た
い
、

と
の
熱
意
を
強
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

農
村
六
起
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

創
造
と
活
性
化

　

昨
年
７
月
に
は
、
内
閣
府
の「
農
村
六

起
ふ
る
さ
と
起
業
家
認
定
」を
受
け
、
上

述
の
企
業
組
合「
さ
だ
み
さ
き
自
然
堂
」

を
コ
ア
に
伊
方
町
で
６
次
産
業
化
を
進
め

て
い
る
田
村
氏
だ
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る

も
の
は
自
分
の
住
む
地
域
に
昔
の
活
気
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
う
想
い
で
あ
る
。

　

伊
方
町
を
始
め
、
佐
田
岬
地
区
に
も
少

子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
集
落
の
縮
減
は
起

こ
っ
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
も
進
ん
で
い
る
。こ
の
原
因
の
一
端

を
田
村
氏
は
地
域
に
雇
用
の
場
が
な
い
か

し
て
、
上
述
し
た
芋
栽
培
に
適
し
た
佐
田

岬
半
島
の
特
徴
を
生
か
し
た
新
品
種
の
芋

を
使
っ
た
加
工
品
で
芋
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

伊
方
町
を
始
め
と
す
る
佐
田
岬
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。そ
の

た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
田
岬
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
会
と
も
連
携
し
、
芋
の
栽
培
・
収
穫

体
験
の
ツ
ア
ー
も
本
格
化
さ
せ
、
特
産
芋

を
起
点
に
佐
田
岬
地
区
に
注
目
を
集
め
交

流
人
口
の
拡
大
と
観
光
客
の
誘
客
を
行
う

こ
と
で
、
雇
用
の
増
加
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
佐
田
岬
地
区
の
自
然
環
境
・

地
域
の
景
観
に
関
す
る
評
判
が
訪
れ
た
観

光
客
の
口
か
ら
広
ま
り
、
交
流
人
口
が
増

加
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
住
む
人
も
自
ら

の
土
地
に
誇
り
を
再
び
持
て
る
よ
う
に
な

ら
と
考
え
て
い

る
。
地
域
に
雇

用
の
受
け
皿
が

あ
れ
ば
、
生
ま

れ
故
郷
を
離
れ

ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
人
々
も

戻
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

そ
の
為
に
は
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
付
加
価
値
の

高
い
柑
橘
類
を
栽
培

促
進
す
る
だ
け
で
は

な
く
、品
種
と
土
地
を

結
び
つ
け
る
工
夫
、そ
し

て
、そ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

成
功
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
に
自
信
を
つ

け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
方
法
と
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金太郎芋収穫風景

　

こ
の
素
材
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
商

品
を
開
発
し
た
と
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。

は
た
し
て
、
そ
れ
で
売
れ
る
商
品
と
な

る
で
し
ょ
う
か
。
商
品
開
発
は
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に

沿
っ
た
商
品
開
発
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
調

査
、
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
、
流
通
ル
ー
ト

確
定
、
素
材
の
見
極
め
、
試
作
品
製
作
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作
、
販
売
・
販
促
等
か

な
り
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

門
家
派
遣
事
業
を
用
意
し
て
お
り
、
皆

様
か
ら
の
ご
要
望（
ス
テ
ッ
プ
）
に
適

し
た
専
門
家
の
方
を
派
遣
し
、
皆
様
と

取
り
決
め
た
ゴ
ー
ル
へ
向
け
て
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん「
新
商
品
開
発
」
に
限
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
応
じ
て
そ
の
分

野
の
専
門
家
を
派
遣
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
専
門
家
派
遣
事
業（
下
期
）募

集
の
ご
案
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、7
月

中
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
2.deng

en.or.jp

）で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
募
集
締
切
：
9
月
21
日（
金
）予
定
）

　
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
特
産
品
を

開
発
し
た
け
れ
ど
、
売
上
げ
が
な
か
な

か
上
が
ら
な
い
。
販
路
開
拓
が
で
き
な

い
」と
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。そ
ん
な
時
、

開
発
し
た
特
産
品
が
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
か
再
度
確
か
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
既
に
マ

ー
ケ
ッ
ト
調
査
し
完
成
し
た
特
産
品
の

再
調
査
と
な
る
と
、
な
か
な
か
前
に
進

ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
流

通
業
界
の
方
か
ら
別
の
角
度
で
商
品
を

評
価
い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
効
果
的

で
す
。
そ
れ
が
、
電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
の
産
品
相
談
・
商
談
会
で
す
。

　

産
品
相
談
・
商
談
会
は
、
全
国
の
百

貨
店
・
食
品
専
門
店
・
ス
ー
パ
ー
等
の

バ
イ
ヤ
ー
よ
り
、
現
在
の
ト
レ
ン
ド
や

消
費
者
ニ
ー
ズ
か
ら
特
産
品
の
開
発
・

改
良
に
つ
い
て
、
ま
た
、
特
産
品
と
消

費
者
を
結
ぶ
流
通
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

消
費
者
の
代
弁
者
で
あ
り
、
流
通
に

つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー
は
、

多
忙
の
た
め
お
約
束
が
と
り
づ
ら
い
の

が
現
状
で
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
１

対
１
で
面
談
で
き
る
機
会
を
提
供
い
た

「
新
商
品
開
発
」に
は
専
門
家

派
遣
事
業
を
活
用
し
よ
う

し
ま
す
。

　

特
産
品
の
開
発
・
改
良
、
販
路
拡
大

等
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
お
悩
み
で
も
解

決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
電

源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の「
定
期
型
」

産
品
相
談
・
商
談
会
へ
、是
非
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
「
定
期
型
」の
実
施
時
期
・
場
所（
予

定
）は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●

9
月
大
阪
、
11
月
福
岡
、
2
月
東
京

（
概
ね
2
ヶ
月
前
に
募
集
を
開
始
し
ま

す
）

　

ま
た
、
ご
要
望
に
よ
り
、
地
元
へ
バ

イ
ヤ
ー
を
派
遣
し
、
特
産
品
研
修
・
生

産
現
場
見
学
等
と
も
組
み
合
わ
せ
可
能

な「
現
地
型
」、
ご
出
張
時
に
首
都
圏
で

の
面
談
の
機
会
を
提
供
す
る「
随
時
型
」

の
3
タ
イ
プ
の
産
品
相
談
・
商
談
会
を

ご
用
意
し
ま
し
た
。

　
「
売
上
げ
が
上
が
ら
な
い
」「
販
路
開

拓
が
で
き
な
い
」
と
お
悩
み
の
方
は
、

是
非
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

伊
方
町
田
村
菓
子
舗
さ
ん
が
次
に
進
め
た
い
こ
と
と
し

て「
販
路
開
拓
」と「
新
商
品
開
発
」が
あ
り
ま
す
。
電
源

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
ご
要
望
に
お
答
え

す
る
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

電源地域
振興センター

事業の紹介

り
、
地
域
の
よ
さ
を
積
極
的
に
地
域
外
の

人
々
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
し
、
田
村
氏
以
外
に
も
地
域
の
特
産
品

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

芋
と
そ
の
加
工
品
を
通
じ
た
地
域
を
結

ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
活
性
化
は
こ

れ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
思
い
も
ひ
と
し

お
で
あ
る
。
今
年
は
芋
の
植
え
付
け
、
芋

掘
り
体
験
、
収
穫
物
を
使
っ
た
お
菓
子
教

室
な
ど
、
会
員
も
募
集
し
て
い
る
。
体
験

メ
ニ
ュ
ー
に
参
加
出
来
な
い
方
に
は
、
年

2
回
、
芋
と
加
工
品
を
送
る
予
定
に
し
て

い
る
。

　

企
業
組
合「
さ
だ
み
さ
き
自
然
堂
」
の

連
絡
先
は
以
下
の
通
り
。
☎
0
9
0
―

6

2
8
3
―

6
6
4
9

「
特
産
品
の
現
状
評
価
お
よ
び
販
路
開
拓
」に
は
産
品
相
談
・
商
談
会

を
活
用
し
よ
う

■
窓
口
は
地
域
振
興
部  

研
修
派
遣
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
０　

ｅ
メ
ー
ル
：shinkou@

dengen.or.jp

と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
は
地
域
振
興
部  

販
売
支
援
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
１
０    

ｅ
メ
ー
ル
：m

sp@
dengen.or.jp

と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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センター掲示板

■平成24年度 研修一覧 ※詳細は各市町村に送付しております「研修のご案内」またはホームページ（www2.dengen.or.jp/）をご覧ください
No. テーマ 時期 日数 定員 参加費 研修場所 講座のポイント

1 少子高齢時代の地域づくり H24. 9 2日 25人 20,000円

電源地域
振興

センター

地域が一体となったコミュニティづくりや、地域特性
を活かしたまちづくり等、少子高齢時代における地域
づくりのあり方について、事例を通して学びます。

2 災害に強いまちづくり～これまでの災害の経験と教訓を踏まえて～
H24.10 2日 25人 20,000円

これまで経験した様々な災害に対する教訓や災害
対応を通し、今後の防災・減災対策のあり方を考え
ます。

3 企業誘致による地域活性化 H24.11 2日 25人 20,000円
関係機関の専門家や企業経営者等からの講演によ
り、産業の動向や関連政策、企業誘致に関する実務
の啓発、企業誘致事例等について学びます。

4 地域農業の活性化～所得向上・担い手対策 等～
H24.12 2日 25人 20,000円

直売所や農家レストラン、農商工連携等により、農
業が元気になる、また農業をきっかけとして地域
が元気になるための各種方策を学びます。

5 地域産業の活性化 H25.1 2日 25人 20,000円 地域資源の活用や企業・地域間の新たな連携等、地
域産業の活性化のための各種方策を学びます。

6
地域ぐるみで進める観光まちづくり
～観光地域づくりの中核を担う中間組織
の役割とは？～

H25.2 2日 25人 20,000円
それぞれの地域における中間機能（プラットフォ
ーム）の強化と組織づくりの考え方や手法を、事例
を通じて学びます。

7 多様な主体が活躍する協働によるまちづくり
H24.
8.30 
～31

2日 25人 20,000円 宮城県
仙台市

地域の多様な主体が活躍する協働によるまちづく
りについて、講義や事例などからそのポイントを
学びます。

8 地域産品を活用した特産品づくり～売れる特産品づくりとは？～　
H24.8
～9 2日 25人 20,000円 近畿地方

「売れる特産品」に関する講義や各地域の特産品を
用いたグループワーク等を通じて、今後の自地域
に活かせる特産品づくりを学びます。

9 多様な主体が活躍する協働によるまちづくり
H25.1
～2 2日 25人 20,000円 九州地方

地域の多様な主体が活躍する協働によるまちづく
りについて、講義や事例などからそのポイントを
学びます。

10
地域ぐるみで進める観光まちづくり
～観光地域づくりを持続的に進める方策
とは？～

Ｈ24.10
～11 3日 25人 30,000円 先進地 現地での視察を通して、「地域ぐるみによる観光ま

ちづくり」の考え方や手法を学びます。

11
海外のエネルギー情勢を学ぶ
～原発の安全対策と再生可能エネルギー
を活用したまちづくり～

Ｈ24.10
～11 7日 10人 600,000円（概算） 欧州

海外における原子力発電所の安全対策や再生可能
エネルギーを活用したまちづくりの先進地を視察
し、その取組みを学びます。

人
材
育
成
事
業（
研
修
事
業
）

　

電
源
地
域
の
長
期
的
か
つ
自
立
的
な
振
興

を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
平
成
２
年
度
か
ら

研
修
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
電
源
地
域
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
の

高
い
地
域
活
性
化
に
係
る
テ
ー
マ
を
選
定
し
、

経
験
豊
富
な
専
門
的
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

し
た
講
師
に
よ
る
講
演
や
先
進
的
事
例
紹
介
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
検
討
な
ど
具
体
的

で
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

研
修
事
業
を
皆
様
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
参
加
対
象

　

電
源
地
域
の
市
町
村
・
都
道
府
県
等
の
行

政
職
員
、
各
種
団
体
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

個
人
、
電
力
会
社
等
で
電
源
地
域
の
振
興
に

関
わ
っ
て
い
る
方
。

■
申
込
方
法

　

今
後
ご
案
内
す
る
各
研
修
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
の
上
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

研
修
派
遣
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp

/
htm

l/w
orks/kensyu/ind

ex.htm
l

ｅ
メ
ー
ル
：jinzai@

d
engen.or.jp

産
品
試
験
販
売
事
業

　
「
自
社
商
品
が
都
市
圏
で
通
用
す
る
か
試
し

て
み
た
い
」、「
都
市
圏
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
知

産
品
相
談
・
商
談
会

　

電
源
地
域
の
特
産
品
の
開
発
・
改
良
お
よ

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
流
通
関
係
者
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
聘
し
、
１
対
１
で
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
事
が
で
き
る

面
談
の
機
会
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
3
つ
の

形
式
を
用
意
し
ま
し
た
。
地
域
や
事
業
者
の

実
情
に
合
わ
せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

●
定
期
開
催
型

●
現
地
開
催
型

●
随
時
開
催
型

　

内
容
は
P
17
を
ご
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
現
地
型
・
随
時
型
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
時
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【「
産
品
試
験
販
売
」お
よ
び「
産
品
相
談
・
商
談
会
」

の
お
申
込
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

販
売
支
援
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

（
産
品
試
験
販
売
）ww

w
2.d
engen.or.jp

/
htm
l/w
orks/hanb

ai/sanp
in.htm

l

（
産
品
相
談
・
商
談
会
）ww

w
2.dengen.or.

jp/htm
l/w
orks/hanbai/testsales.htm

l

ｅ
メ
ー
ル
：m

sp
@
d
engen.or.jp

平
成
24
年
度

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

事
業
の
ご
案
内

り
た
い
」、「
商
品
陳
列
・
装
飾
・
販
売
方
法
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
た
い
」
等
の

ニ
ー
ズ
に
お
答
え
す
る
た
め
、
都
市
圏
の
百

貨
店
や
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
、
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
事
業
者
自
ら
実

際
に
販
売
・
体
感
し
、ニ
ー
ズ
解
決
の
ヒ
ン
ト

を
掴
ん
で
い
た
だ
く
場
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

実
施
店
担
当
者
お
よ
び
バ
イ
ヤ
ー
等
か
ら
、

販
売
や
商
品
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
消
費
者
の
生
の
声
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
、
特
産
品
の
開
発
・
改
良
の
ヒ

ン
ト
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
1
回
（
岩
田
屋
三
越
〔
福
岡

市
〕）に
つ
き
ま
し
て
は
、
募
集
を
締
め
切
り

ま
し
た
が
、
第
2
回
は
東
武
百
貨
店
（
東
京

都
：
池
袋
店
）
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
現
在

参
加
募
集
中
で
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
い
た
だ
き
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い

（
参
加
料  

１
５
，０
０
０
円
／
事
業
者
）。

電気のふるさと Vol.28 18



　今回のコンテストは昨年に
続き第２回目であり、コンテ
ストの趣旨が徹底したことか
ら昨年以上に優れた作品が見
られた。コンテストで求めて
いる電源地域は限られた地域
であり、その地域内で撮影と
なるが、応募作品には下調べ
をして人々の生活やその地域
での祭りと特有の風景を見詰めての撮影など苦労の跡が
見られた。今回の入賞作品はいずれも光と気象条件を見
極めてのものであり確かなカメラアイが光った。

　裸祭りのクライマックスの場面である。無病
息災、五穀豊穣を願っての村祭りであり、水を
張った泥田の中での激しい騎馬戦である。画
面中央に男たちの戦う姿を配置して視線を集中
させる構図が成功している。背景の観衆を明る
く描写し、日影の、男達との明暗差で浮き上げ
た描写が見事である。

「寒風の中で」
小椋 利昭さん
撮影地域：千葉県四街道市

総評

　高いカメラ位置により１,２００枚の棚田が光
り輝いている。空気の澄んだ日に夕焼け空に
向かっての撮影が適切であり、部分的にピンク
色に染まった棚田を美しく描いている。縦位置
画面で棚田を大きく扱い、夕焼け空をわずかに
見せた画面構成が成功している。

審査委員長

森村 進さん
東京都出身。日本大学卒。カメ
ラメーカー勤務を経てフリーに
なる。各地の写真愛好家の指導
に当たるいっぽう風景写真をテ
ーマにした作家活動を積極的
に行っている。
国内での写真展「花火曼荼羅」
（ニコンサロン）、「大空と大地のコンチェルト」（ニコン
サロン）をはじめ「日本の花火」をニューヨーク、チュー
リッヒ、北京で開催。
著書は「35ミリ一眼レフカメラ塾」「デジタル一眼レフの
極意」（学習研究社刊）「ネイチャーフォト自由自在」（毎
日新聞社刊）など多数。日本写真家協会（JPS）会員。

選評「静寂」
鹿島 和生さん
撮影地域：佐賀県佐賀市

　早朝に朝もやの中で魚釣りをしている人をア
クセントにし、鉄橋を画面上部に大胆に斜めに
配置している。視線は橋に沿って対岸の丘に
注がれるが、丘には朝霧がかかりピンク色にぼ
んやりと見えている。朝焼けの丘に霧のベール
がかかることで神秘的な美しさが高まった。

「黄昏の棚田」
中村 昭夫さん
撮影地域：三重県熊野市

19 電気のふるさと Vol.28



発
行
・
一
般
財
団
法
人
 電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

電
気
の
ふ
る
さ
と
　
電
源
地
域
ニ
ュ
ー
ス
　
通
巻
28
号
　
平
成
24
年
6
月
29
日
発
行

〒
103 -0012　東

京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
3
番
3
号
　
堀
留
中
央
ビ
ル
7
階

TE
L  03 -6372 -7311（

代
表
）　
U
R
L  http://w

w
w
2.dengen.or.jp/

表紙：第2回「電気のふるさと」フォトコンテスト最優秀賞  「寒風の中で」  撮影者：小椋利昭氏  撮影場所：千葉県四街道市
裏表紙：①会津若松市の「まちなかライトアップ」　②飯田市の「いいだ人形劇フェスタ」　③高浜町の「漁火想」　④伊方町の「きなはいや伊方まつり」

⑤高浜町の「医学生向けの海と地域医療を体験するツアー」　⑥泊村の「とまり群来まつり」　⑦共和町の「共和かかし祭」
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